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代々木病院の社保平和活動

12月18日の渋谷駅ハチ公前での渋谷社保協なん

でも相談会に参加しました。退職強要、低賃金

の改善など労働相談が多く寄せれました。

沖縄辺野古で土砂搬入が強行された12月14日に

医事課の柏木さんが海上からの抗議行動に参加

してきました（東京民医連平和学校の一環）

藤竿伊知郎薬剤師 （外苑企画商事）
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は

体
内
の

脂
質
を
酸
化
か
ら
守
る
作
用

を
持

て
い
ま
す

日
本
人

の
食
事
摂
取
基
準
で
は
１
日

あ
た
り
目
安
量
が

成
人
男

性
６
・
５
㎎

女
性

６
・
０
㎎
と

少
な

い
量
で
十
分
な
効
果

を
上
げ

耐
容
上
限

量
は
７
０
０

９
０

０
０
㎎
で
す


落
花
生
な
ど
の
ナ


ツ
類
や
魚
卵

卵

黄
な
ど
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す

日
本

人
は

植
物
油
や
サ
ン
マ
・

イ
ワ
シ
な
ど
の
魚
肉

ほ
う

れ
ん
草
や
カ
ボ
チ

と
い


た
緑
黄
色
野
菜
か
ら

十
分

な
量
を
摂
取
し
て
い
ま
す


長
年

脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン

の
中
で
は
安
全
性
が
高
い
と

思
わ
れ
て
い
ま
し
た

し
か

し

２
０
０
５
年
に
発
表
さ

れ
た
論
文
で

１
日
２
６
８

㎎
以
上
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
摂

取
す
る
と
総
死
亡
率
が
10
％

上
昇
す
る
と
報
告
さ
れ
て
か

ら

過
剰
摂
取
の
危
険
性
に

注
意
が
い
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た

推
奨
摂
取
量
の
決
定

と
上
限
量
に
つ
い
て
は

今

で
も
研
究
者
が
議
論
を
続
け

て
い
る
状
況
で
す


さ
ら
に

２
０
１
２
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に

マ
ウ
ス
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実
験
で
骨
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ら
す
効
果
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さ
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ま
し

た

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50
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で
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今
回
は

お
家
で
簡
単
に

筋
肉
量
の
低
下
や
飲
み
込
む

力
の
低
下
を
確
認
で
き
る
二

つ
の
方
法
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す


低
下
確
認
テ
ス
ト

一
つ
目
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指
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図
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両
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指
と
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指
で
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
か

を
作
り

ふ
く
ら
は
ぎ
の
最

も
太
い
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を
囲
め
る
か
否

か
を
確
認
す
る
こ
と
で

筋

肉
量
の
低
下
を
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ま
す

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
か
の
大
き
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が
ふ
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ら
は

ぎ
よ
り
も
大
き
い
時
は

筋

肉
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の
減
少
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サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
︵
加
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に
よ
る
筋
肉

の
衰
え
︶
の
状
態
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疑
わ
れ

ま
す

今
後

転
倒
や
低
栄
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に
よ
り
寝
た
き
り
に
な


て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で

運
動
や
た
ん
ぱ
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質
の
摂
取
な
ど
フ
レ
イ
ル
予

防
が
必
要
に
な
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ま
す

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回

唾
液
を

飲
み
込
め
る

か
を
確
認
す

る
も
の
に
な

り
ま
す

３

回
以
上
で
正
常

未
満
で
嚥

下
機
能
の
低
下
︵
オ

ラ
ル

フ
レ
イ
ル
︶
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疑
わ
れ
ま

す

食
事
の
際

飲
み
込
み

を
意
識
的
に
行

た
り

唾

液
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マ

サ

ジ
を
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
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と
お
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体
操
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飲
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込

み
の
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を
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が
あ

り
ま
す


老
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を
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そ
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る
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と
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も
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そ
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速
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す
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そ
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地
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シ
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を
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切
に

し
て
く
だ
さ
い

ま
た

今

回
の
チ


ク
で
不
安
や
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に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

か

通
院
先
の
先
生
と
ま
ず

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い


年
末
年
始
を
過
ぎ

次
の

宴
会
は
年
度
末
で
し

う

か
？
お
酒
と
は
上
手
く
付
き

合

て
い
る
方
が
多
い
で
し


う
が

昨
年
出
た
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も

あ
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ま
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で

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確
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

お
酒
を
飲
め
る
か
飲
め
な

い
か
は
遺
伝
で
決
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
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ま
す

普
通
に
飲
め
る
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が

過
半
数

弱
い
人
が
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割

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飲
め
な
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が
５
％
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ま
す

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飲
め
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に
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強
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弱
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
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お
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
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よ
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萎
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が
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で
す

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で
も
広
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さ
れ
る

ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
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
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で
肝

炎
に
な
り
や
す
い
こ
と
で
も
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ら
れ
て
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ま
す

自
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同
席
者
の
元
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の
体
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を
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
て
お
く
こ
と
も
大
事
で

す


飲
め
る
人
は
飲
め
る
ゆ
え

に
依
存
リ
ス
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高
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め

適
正
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は
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
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
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
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は

以
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リ
ン
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に
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え
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週
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ド
リ
ン
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で
が
よ
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そ
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た

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も

毎
日
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
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は
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寿
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縮
め

１
日
７

８
ド

リ
ン
ク
以
上
は
飲
め
ま
せ

ん

飲
め
る
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で
も
１
ド
リ

ン
ク
が
身
体
か
ら
消
え
る
ま

で
３
時
間
必
要
な
の
で

一

気
飲
み
す
る
と
死
が
待

て
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ま
す

も
し

一
気
飲
み

せ
ざ
る
を
得
な
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状
況
が
あ
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な
ら
ば

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す
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
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
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
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
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
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
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